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心
が
動
く
と 

校
長 

横
山 

圭
介 

先
月
は
、
各
学
年
の
遠
足
や
、
六
学
年
の
伊
豆
高
原
移
動
教
室
、
低
学
年
の
生

活
科
学
習
な
ど
、
学
校
外
で
の
活
動
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
広
々
と
し
た
環

境
の
中
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
り
回
る
子
、
草
花
や
昆
虫
の
様
子
を
興
味
津
々
で

見
つ
め
る
子
、
道
行
く
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
り
、
手
を
振
っ
て
も
ら
っ
た
り
し

た
と
嬉
し
そ
う
な
子
。
い
つ
も
と
違
う
子
供
た
ち
の
姿
を
見
る
と
、
学
校
外
で
の

「
出
会
い
」
が
と
て
も
刺
激
的
で
、
心
を
震
わ
せ
る
貴
重
な
体
験
で
あ
る
こ
と
を

感
じ
ま
す
。
校
内
の
学
習
活
動
に
お
い
て
も
、
子
供
た
ち
の
「
心
を
動
か
す
」
た

め
の
工
夫
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

さ
て
、
新
し
い
学
年
・
学
級
と
な
っ
て
二
ヶ
月
が
過
ぎ
る
こ
の
時
期
は
、
集
団

の
ま
と
ま
り
が
で
き
て
く
る
一
方
で
、
友
人
関
係
の
固
定
化
も
進
み
、
「
け
ん
か
」

「
仲
間
は
ず
れ
」「
い
じ
め
」
等
の
不
適
切
な
行
動
の
芽
が
生
じ
て
く
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。 

学
校
と
い
う
集
団
生
活
の
中
で
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
い
、
悩
み
、

解
決
し
て
い
く
経
験
を
も
つ
こ
と
は
、
将
来
、
社
会
に
お
い
て
自
分
の
力
で
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
経
験
が
、
子

供
た
ち
の
力
で
は
克
服
で
き
な
い
深
刻
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
大
人
が
き

め
細
か
く
見
守
り
、
子
供
の
声
に
耳
を
傾
け
、
励
ま
し
や
必
要
な
手
助
け
を
す
る

こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。 

大
田
区
立
学
校
で
は
、
毎
年
六
月
・
十
一
月
を
「
子
供
の
心
サ
ポ
ー
ト
月
間
」

と
し
て
、
生
活
意
識
の
調
査
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
面
接
な
ど
を
行

い
、
子
供
た
ち
の
心
に
寄
り
添
う
指
導
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
常
の
生
活
態
度
や

御
家
庭
で
の
会
話
の
中
な
ど
で
、
学
校
生
活
へ
の
不
安
な
様
子
や
気
に
な
る
状
況

が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
ぜ
ひ
学
校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

  

学校公開の御参観、ありがとうございました。  

 学校公開の御参観、アンケートの御協力ありがとうございました。アンケートの集計結果を報告します。

いただいた御意見は、今後の学校運営に生かして参ります。新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、

参観の制限を設けさせていただきましたが、９月にも公開を予定しています。ぜひ御参観ください。  
 
１ 子供たちにとって分かりやすい授業をしていた    ２ 子供たち一人一人の活動が充実していた 

（備考） 
SCU ： 浦 山 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 来 校  

SCS：佐々木スクールカウンセラー来校    

ス ：スポーツ開放  校 ：校庭開放    

教
育
目
標 

歴
史
を
誇
る
久
が
原
の
大
地
に 

 

深
く
根
を
下
ろ
し
桜
の
よ
う
に
明
る
く
潔
く
、 

欅
の
よ
う
に
天
高
く
伸
び
て
ゆ
く
久
原
小
学
校
に
学
ぶ
子
は
、 

一
、
健
康
な
子 

二
、
考
え
る
子 

三
、
や
さ
し
い
子 

四
、
礼
儀
正
し
い
子 

日 曜 予定 備考 日 曜 予定 備考

1 水
B時程４時間　研究授業
読書月間始　児童集会(図書) 17 金 社会科見学(３)

2 木 移動教室B始(６)　久原図書館GT読み聞かせ SCU 18 土
3 金 移動教室B終(６)　学童歯磨き大会（５） 19 日 ス校
4 土 20 月 全校朝会　クラブ活動　

5 日 ス 21 火 SCS
6 月 全校朝会　委員会活動　体力テスト週間始 22 水 B時程４時間　

7 火 SCS 23 木 B時程 SCU
8 水 B時程４時間　小中一貫教育の日 24 金 B時程

9 木 図書館探検(２)　遠足予備日(１) SCU 25 土
10 金 安全指導日　体力テスト週間終　図書館探検(２) 26 日
11 土 土曜授業４時間　引き取り訓練(１) 27 月 全校朝会　クラブ活動　

12 日 ス校 28 火 B時程 SCS
13 月 全校朝会　クラブ活動 29 水 B時程４時間　研究授業

14 火 B時程　水道キャラバン(４) SCS 30 木 B時程　定期健診終　読書月間終 SCU
15 水 B時程 児童集会(広報) 大田区立郷土博物館GT(５)

16 木 遠足予備日(５) SCU

7/ 6(水)保護者会　1．2．3年
7/13(水)保護者会　4．5．6年

 
（備考） 
SCU：浦山スクールカウンセラー来校   
SCS：佐々木スクールカウンセラー来校    
ス ：スポーツ開放  校 ：校庭開放    

生活目標 落ち着いて生活しよう。 

給食目標 衛生に注意して食事をしよう。  

保健目標 身の回りを清潔にしよう。歯を大切にしよう。 

安全目標 雨の日は、気を付けて登下校しよう。 

 

１学期  １学期  
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 クリーン大作戦 ～自分でできる楽しさと自信~    
家庭科専科 飛田野 怜奈  

家庭科は自分の生活をより豊かにしていくため、また自らの生活に役立つ技能や知識を身に付けるた

めに学習する教科です。「支えられている自分から支える自分へ」をキーワードとし、学習した内容を自

らの家庭生活に生かし、実践していくことが求められます。  

六年生は、五年生で学習した「整理・整頓で快適に」に続き、気持ちよく生活するために、健康・快

適・安全などの視点から、住まいの清掃の必要性について考えました。家庭や学校での清掃の仕方につ

いて話し合ったり、実際に汚れを観察してその原因を考えたりと、一人一人が課題に向き合い実践の準

備を進めました。今年度は、清掃場所を家庭科室に限定し、それぞれの担当場所を決めて「クリーン大

作戦」を行いました。振り返りの際は、「きれいになって、心もすっきりした。」「清潔さを保つためには、

続けていくことが大切だと思った。」「今回使わなかった掃除用具や洗剤も試したい。」「１年生にもほう

きの持ち方やぞうきんの絞り方を教えたい。」等の声が聞こえ、家でも実践してみたいという意見を書い

ている児童も多く見られました。今後の学校内での清掃活動はもちろん、家庭や身の回りの場所など、

学習した内容を自らの生活に広げることで、“自分でできる楽しさと自信”に繋がると感じました。  

 

 

 
 
 
 
 
読書月間に向けて   

             図書担当 伊奈 真知子  
６月は本校の読書月間です。読書より手っ取り早く、刺激の強いものがたくさんある時代ですが、少

しでも本に興味をもってもらおうと、本校でも読書月間にあたって様々な企画を立てました。まず、本

に出てくる料理や食材を使った献立が給食に登場します。図書委員がその本の読み聞かせをした動画を

撮り、それを各クラスで視聴します。他にも、図書室の正しい利用を呼びかける動画を作成したり、ク

イズを作ったりして、多くの児童が学校図書館へ足を向け、本に興味をもつよう計画しています。  

その学校図書館には、図書ボランティアの方々が少しでも季節感を感じ明るい環境にしようと、装飾

を施してくださり、本の修理をしてくださっています。各学年の読み聞かせボランティアの方々の活動

も、本を楽しみ、本に興味をもつ大きなきっかけになっていることと思います。  

御家庭では、各自が考えた目標を書いた読書月間カードを持ち帰りますので、励ましの言葉を書いて、

本を手に取る機会を作っていただけたらと思います。その時、「子供の時こんな本を読んでいたよ。」と

お話いただいたり、テレビを消して一緒に本を読む時間を作っていただいたりするのも良いと思います。

自分で本を読むのが好きではない子でも、読み聞かせを聞くのは嫌いではないことが多いです。この機

会に、子供たちに読書の楽しさを実感してもらい、本をきっかけに、世界が広がることを願っています。                             
 

サポートルームについて   
          巡回指導教員 畑田 麻悠  

大田区すべての小学校に特別支援教室（サポートルーム）が設置されています。サポートルームは、

一人一人のニーズに応じた指導を行い、児童が抱えている困難を克服・改善し、安心して学校生活を送

れるように支援する教室です。保護者の方や在籍学級の担任と相談し、児童の特性に合わせた個別の学

習内容を考えて指導を行います。  

・友達と遊んだり、まわりの人とかかわったりすることがうまくできない  

・一定のことがらや行動に対して強いこだわりが見られる  

・落ち着きがなく、注意を持続することが苦手である  

・特定の教科や内容についての学習に困難がみられる  

・場面によっては話さなくなってしまうことがある 

などの困り感をもった児童を支援します。  

 お子さんの様子で気になることや困っていることがありましたら、学校に御相談ください。年度の途

中から利用することも可能です。なお、本年度からの利用、または令和５年度４月からの利用を御希望

される場合の申し込みの締め切りは、令和４年１０月１４日（金）です。  

すべての児童に個性があり、それぞれの悩みや課題をもつ中、みんなで成長していく仲間になってい

けるよう努めてまいります。保護者の方の御理解・御協力をお願いいたします。  


